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サ
ウ
ル
、
不
安
に
駆
ら
れ
る 

ダ
ビ
デ
が
登
場
す
る
と
、
サ
ウ
ル

は
何
か
に
追
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
も
と
は
、
ダ
ビ
デ
は
サ
ウ
ル

に
採
用
さ
れ
た
ハ
ー
プ
奏
者
で
し
た
。

悩
み
が
あ
る
時
に
ダ
ビ
デ
の
演
奏
を
聞

く
と
、
不
安
と
混
沌
が
静
ま
っ
た
の
で

し
た
。
そ
し
て
、
ダ
ビ
デ
は
戦
場
で
サ

ウ
ル
の
武
器
を
持
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ほ
ど
信
頼
で
き
る
最
側
近
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

ダ
ビ
デ
が
ペ
リ
シ
テ
人
の
戦
士
ゴ
リ
ア

ト
を
殺
し
、
敵
を
撃
退
し
て
か
ら
事
情

が
変
わ
り
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々

は
ダ
ビ
デ
を
英
雄
に
思
い
、
サ
ウ
ル
は

危
機
感
を
抱
き
ま
す
。 

人
は
妬
み
に
襲
わ
れ
る
と
、
そ
の

妬
み
の
対
象
が
消
え
て
ほ
し
い
と
思
う

で
し
ょ
う
。
サ
ウ
ル
は
ダ
ビ
デ
を
危
険

な
戦
場
に
追
い
込
み
ま
す
。
敵
の
手
を

借
り
て
ダ
ビ
デ
を
除
去
し
た
か
っ
た
の

で
す
。
し
か
し
、
ダ
ビ
デ
は
任
務
を
完

璧
に
果
た
し
、
人
々
に
も
っ
と
ほ
め
た

た
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
サ
ウ

ル
は
恐
れ
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
時
代

が
過
ぎ
去
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
か

ら
で
す
。 

 

ダ
ビ
デ
、
政
治
的
人
間 

サ
ウ
ル
に
比
べ
る
と
、
ダ
ビ
デ
は

と
て
も
冷
静
で
、
政
治
的
に
行
動
す
る

人
で
し
た
。
情
熱
を
理
性
で
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
た
ち
は
理
想

的
な
人
間
と
し
て
ダ
ビ
デ
を
選
ぶ
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
兄
弟
た
ち
の
評
価
は

少
し
違
っ
て
い
ま
し
た
。
ダ
ビ
デ
が
ゴ

リ
ア
ト
と
戦
う
た
め
に
出
た
時
に
、
長

兄
の
エ
リ
ア
ブ
は
「
お
前
の
思
い
上
が

り
と
野
心
は
私
が
知
っ
て
い
る
」
（
サ

ム
上
１
７
：
２
８
）
と
腹
を
立
て
て
言

い
ま
し
た
。
兄
に
と
っ
て
ダ
ビ
デ
は
人

あ
た
り
の
良
い
弟
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。 

そ
の
後
、
サ
ウ
ル
は
ダ
ビ
デ
を
殺

そ
う
と
し
、
ダ
ビ
デ
は
逃
げ
て
ば
か
り

い
ま
し
た
。
ダ
ビ
デ
の
部
下
た
ち
は
サ

ウ
ル
を
殺
す
こ
と
を
提
案
し
ま
す
が
、

ダ
ビ
デ
は
断
り
ま
し
た
。
「
主
が
油
を

注
が
れ
た
方
に
、
私
が
手
を
か
け
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
を
、
主
は
決

し
て
許
さ
れ
な
い
」
（
サ
ム
上
２
４
：

６
）
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
目
先
の
利

益
に
こ
だ
わ
っ
て
自
分
の
土
台
を
自
分

で
壊
す
こ
と
も
あ
る
の
が
人
間
で
す
が
、

ダ
ビ
デ
は
ず
っ
と
冷
静
さ
を
失
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

各
々
の
道
に 

ダ
ビ
デ
は
サ
ウ
ル
に
会
い
、
自
分

の
憤
懣
や
る
か
た
な
き
思
い
を
訴
え
、

ま
た
サ
ウ
ル
を
殺
す
機
会
が
あ
っ
て
も

殺
さ
な
か
っ
た
証
拠
を
見
せ
る
と
、
サ

ウ
ル
に
「
お
前
は
私
よ
り
正
し
い
」

（
サ
ム
上
２
４
：
１
８
）
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
一
言
で
サ
ウ
ル
は
歴
史
の

車
輪
が
ダ
ビ
デ
の
方
に
動
い
て
い
る
こ

と
を
認
め
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
後
、

サ
ウ
ル
は
宮
殿
に
、
ダ
ビ
デ
は
自
分
の

町
に
戻
り
、
各
々
の
道
を
歩
み
ま
す
。

ま
だ
ダ
ビ
デ
の
時
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
わ
け
で
す
。
そ
の
後
、
サ
ウ
ル
は
ペ

リ
シ
テ
と
の
戦
闘
で
戦
死
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
サ
ウ
ル
の
時
代
は
暮
れ
、
ダ

ビ
デ
は
人
び
と
に
推
戴
さ
れ
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
王
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
時

代
が
開
か
れ
た
の
で
す
。 

 

神
の
時
は
早
め
る
こ
と
も
遅
ら
せ

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
時
を
見

分
け
る
こ
と
が
知
恵
で
す
。
神
は
す
べ

て
の
時
を
良
い
物
と
さ
れ
ま
し
た
。
問

題
は
、
過
去
に
と
ら
わ
れ
、
未
来
を
心
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配
し
て
、
今
の
自
分
の
時
を
思
う
存
分

生
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
愚
か
さ
で
す
。

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
時
を
過
ご
し
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。 

ど
ん
な
時
で
あ
っ
て
も
明
ら
か
な

こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
「
今
や
、
恵

み
の
時
、
今
こ
そ
、
救
い
の
日
」
（
Ⅱ

コ
リ
ン
６
：
２
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
今
は
愛
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
こ
そ
誰
か
の
拠
り
所
と
な
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
主
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
の
愛
と
平
和
が
、
私
た
ち
の
生

活
の
中
に
満
ち
溢
れ
る
よ
う
に
と
願
い

ま
す
。 

               

 

1

3
月
～
4
月
の
予
定
”  

 

◆
3
月 

 

19
日
㈰ 

大
斎
節
第
4
主
日 

20
日
㈪  

聖
ヨ
セ
フ
日 

21
日
㈫  

東
京
教
区
第
140(

定
期)

教
区
会 

         

主
教
ト
マ
ス
・
ク
ラ
ン
マ
ー 

25
日
㈯   

聖
マ
リ
ヤ
へ
の
み
告
げ
の
日 

26
日
㈰ 

大
斎
節
第
5
主
日 

 

◆
4
月 

 

2
日
㈰  

復
活
前
主
日 

3
日
㈪  

復
活
前
月
曜
日 

4
月
逝
去
者
記
念
礼
拝 

主
教
リ
チ
ャ
ー
ド 

4
日
㈫  
復
活
前
火
曜
日 

5
日
㈬  

復
活
前
水
曜
日 

6
日
㈭  

聖
木
曜
日 

7
日
㈮  

聖
金
曜
日
（
受
苦
日
） 

8
日
㈯  

聖
土
曜
日(

イ
ー
ス
タ
ー
・
ヴ
ィ
ジ
ル) 

9
日
㈰  

復
活
日 

10
日
㈪  

復
活
後
月
曜
日 

11
日
㈫  

復
活
後
火
曜
日 

12
日
㈬  

復
活
後
水
曜
日 

13
日
㈭ 

復
活
後
木
曜
日 

15
日
㈮ 

復
活
後
金
曜
日 

16
日
㈰   

復
活
節
第
2
主
日 

21
日
㈮  

主
教
教
会
博
士
ア
ン
セ
ル
ム 

23
日
㈰  

復
活
節
第
3
主
日 

25
日
㈫ 

福
音
記
者
聖
マ
ル
コ
日 

29
日
㈯ 

お
と
め
シ
エ
ナ
の
カ
タ
リ
ナ 

  

。 

     

5
月
8
日
㈪
以
降
に
コ
ロ
ナ
が
5
類

に
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
な
い
、
三
光
教

会
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
が
少
し
変
更
に
な
り

ま
す
。 

・窓
の
常
時
開
放
の
中
止
（季
節
等
を
考

慮
し
て
開
閉
は
臨
機
応
変
に
行
な
う
。
） 

・マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は
継
続
す
る
。 

・手
指
の
消
毒
は
受
付
と
陪
餐
前
に
行
な

う
。 

・検
温
は
中
止
。 

・受
付
パ
ネ
ル
・説
教
壇
パ
ネ
ル
の
撤
去
。 

・座
席
規
則
の
解
除
。 

・陪
餐
は
引
き
続
き
陪
餐
で
行
な
う
。 

・動
画
配
信
は
中
止
。
（ス
タ
ッ
フ
の
不
足

と
機
器
の
不
具
合
の
た
め
。
） 

・平
和
の
挨
拶
は
今
ま
で
通
り
。 

・献
金
は
事
前
に
集
め
ず
、
献
金
袋
を 

回
す
方
法
に
戻
す
。 

       

     

3
月
5
日
㈰ 

金 

大
原 

司
祭 

「
信
仰
生
活
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」 

―

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
生
き
抜
く
た

め
に
ー 

 

3
月
12
日
㈰ 

市
原 

信
太
郎 

司
祭 

「
改
訂
祈
祷
書
の
入
信
の
式
」
に
つ
い

て 

 

3
月
19
日
㈰ 

荻
原 

充 

執
事 

「
ビ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
に
学
ぶ

生
き
る
態
度
」 

ビ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
は 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
精
神
科
医
、
心

理
学
者
。
ナ
チ
ス
の
強
制
収
容
所

で
の
体
験
を
記
し
た
『
夜
と
霧
』

の
著
者
。 

  

    

い
ま
協
議
さ
れ
て
い
る
事 

2023 

大
斎
講
話
を
開
催 



- 3 - 

 

 

 

 

〇
教
会
で
の
駐
車
に
つ
い
て 

三
光
教
会
で
は
毎
主
日
と
ク
リ
ス

マ
ス
、
イ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
時
に
香
蘭

女
学
校
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
部
分
を
駐
車
場

と
し
て
お
借
り
し
て
き
ま
し
た
が
、

3
月
26
日
㈰
を
も
っ
て
駐
車
場
と
し

て
の
使
用
を
や
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
の
理
由
は
、 

①
利
用
者
の
減
少 

信
徒
の
減
少
、
高
齢
化
に
よ
り
、

礼
拝
出
席
者
が
減
り
、
最
近
で
は
香
蘭

に
駐
車
す
る
数
が
2
～
3
台
程
度
し

か
な
く
、
少
し
無
理
を
す
れ
ば
教
会
の

敷
地
内
に
収
容
が
可
能
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 

②
駐
車
管
理
費
の
不
足 

駐
車
献
金
に
よ
っ
て
香
蘭
の
駐
車

場
の
管
理
を
賄
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
21
名
の
方
か
ら
の
献
金
額
で
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
払
額

(

約
25
万
円)

の
半
分
に
し
か
な
ら
な
い

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
こ
れ

以
上
の
香
蘭
駐
車
の
継
続
は
無
理
で
あ

る
こ
と
を
教
会
委
員
会
に
諮
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
事
情
を
ご
斟
酌
の
上
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

(

総
務
委
員
会) 

          

                    

     

教会のお掃除にご協力を 

聖堂内外のお掃除の協力者が

少なくなりました。土曜日の午

前 10時から１時間程ご奉仕くだ

さい。ご協力いただける方は直

接参加してください。 

 
はじめて教会にいらした方へ 

礼拝様式に馴れない方は椅子に

お掛けになったままで結構で

す。 

⚫ 礼拝中の献金は、信施金とし 

て伝道のために献げられるも

のです。金額は自由です。 

⚫ わからない点は隣の席の者か

案内係にお聞きください。 

  
礼拝のご案内 

■主日礼拝 

 午前 7:00 早祷・嘆願 

 午前 7:30 聖餐式 

午前  10:30 ステパノ会 

     (日曜学校)礼拝 

 午前 10:30 聖餐式 

 午後 4:00 夕の礼拝 

■平日礼拝 

毎朝 6:30の早祷に引き続い

月、水、金は朝の礼拝、

火、木、土は聖餐式 
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